
 

 

 

 

 
学校経営から学ぶ 
昨年度末に、全職員で本校の生

徒に育成したい資質・能力をもと

に創りあげた学校の教育目標→ 

を達成するために、育成を目指す

資質・能力を「協働性、表現力」と定めています。 

そして、目標達成に向けて、プロジェクトチームを「学力向上・研究」「生徒指導」「清掃指

導」「保健指導」「給食指導」「体力向上」「人権教育・道徳」

「生徒会・学級活動」と再編成し、年間を５期に分けて検証・

改善を行うことで、より焦点化した実践を推進しています。 

さらに、主幹教諭を中心に各プロジェクトの全体の進行管理

を行い、教科の「縦持ち」を行うことで教科部会を活性化さ

せ、学年対策会議においては管理職の意向や学校全体で育成を

めざす資質・能力を反映させることで、これまで多くの中学校

で行われていた学年中心の学校経営から、学校全体で取り組む

「チーム学校」とした実践を行っています。また、行動目標に

ついては、生徒会と連携することで、生徒自身の意識が高まっ

ており、落ち着いた学校生活ができています。→ 

その他にも、学力向上、GIGAスクール構想、よりよい人間関

係づくり（人権・同和教育、人間関係プログラム、ハイパー

QU）、働き方改革や職員のメンタルケア等、全校で統一ながら取

り組まれています。そのため、生徒のアンケートからも、それ

ぞれの目標に対しての成果が確実に表れてきました。 

授業から学ぶ 
参観した授業では、安心安全な環境からか、生徒達は意欲的

に課題に取り組んでいました。特に３年数学では、短時間での

ペア学習を繰り返し行うことで、生徒の集中力が途切れること

なく、一人一人の生徒の理解が深まる効果的な学び合いが行わ

れいました。他の教科にも大いに参考になると思いました。 
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